
令和５年度 第２回 水窪小・中学校運営合同協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開催日時  令和５年７月４日（火）１３時４０分から１５時３０分まで 

                    ただし、１４時２０分までは授業参観 

２ 開催場所  水窪小学校 調べ学習室 

３ 出席委員  塩崎 正敏、山本 功、田中 裕彦、金田 和代、柳田 温、高木 圀乃 

西岡 小百合、牧内 真美、石本 駿輔、尾嶋 光伸、伊藤 温、平澤 文江 

４ 欠席委員  なし 

５ 学  校  浮田 佳昭（水窪小校長）、加藤 雅嗣（水窪中校長）、新 英樹（水窪小教頭） 

太田 陽三（水窪中教頭）、内山 由紀（CS ディレクター） 

６ 教育委員会 堀田 洋一（教育総務課） 

７ 傍聴者   なし 

８ 協議事項 

（１）議長の選出について 

（２）前回会議録の確認について 

（３）報告・協議 

①水窪小学校・水窪中学校のみ・さ・く・ぼの活動について報告・紹介 

②み・さ・く・ぼの活動報告や授業参観の感想、意見 

９ 会議録作成者 CS ディレクター 内山 由紀 

１０ 会議記録 

  司会の平澤委員から、委員総数１２人のうち１２人の出席があり、過半数に達しているため、会議が

成立している旨の報告があった。 

 

（１）議長の選出について 

   司会から、塩崎委員を推挙する旨の発言があり、全員異義なくこれを承認した。 

 

（２）前回会議録の確認について 

  議長の指示により、別紙資料の前回会議録を確認した。 

 

（３）報告・協議 

①水窪小学校・水窪中学校のみ・さ・く・ぼの活動について報告・紹介 

水窪小学校教頭･水窪中学校教頭より、別紙資料に基づき、み・さ・く・ぼに照らし合わせた活

動の報告と紹介があった。 

 

②み・さ・く・ぼの活動報告や授業参観の感想、意見 

・水窪小学校の活動で、瀬尻国有林の見学があった。風水害等の関係にからめた治山治水の説明も

あったと思うが、子供がどのように感じていたか（塩崎委員） 



・５・６年の総合的な学習の時間では、天竜の林業というテーマで 1年間勉強を進めていく。その一

環として、瀬尻国有林を見学に行った。森林のはたらきの面で主に説明がなされた。実際に目の前

で立派な森林を見たことがない子が多いので、生で見る体験は有意義であった。現在個人でテーマ

を決めているので、調べて学習し、3学期に発表して報告ができるかと思う。（水窪小教頭） 

・森林に関心が高まり、水害や災害に対する意識が高まったかと思う。（塩崎委員） 

 

・授業参観では、２年生は野菜を観察していた。タブレットで撮影して、アップして、観察日記をつ

けていたが、タブレットという今の機能でしっかり見ることができ、いいと思った。今どきの授業

だなと感心して見させてもらった。（高木委員） 

・今は、どんどん機器を活用していく時代である。（塩崎委員） 

 ・３・４年生は、タブレットを活用して調べていた。人数が少ない利点もあると思った。途中で行き

詰まったり、画面が違うところにいってしまったりした場合も、少人数だとすぐに先生を呼んで修

正できる。みんなそろって前に進んでいける。そういう点で少人数はいいなと思った。キーボード

を見なくてもタイピングできていた。（柳田委員） 

 

  ・水泳の授業を見た。教員が 2人いたが、プールに入るときには、２人教員がつくようにしているの 

   か。教員１人では行わないようにしているのか。（尾嶋委員） 

  ・教員 1人がプールに入り、1人が上から見るようにしている。担任外の誰かが付くようにしている。 

  （水窪小教頭） 

 

  ・小畑の三叉路のお寺の入り口の空き家で、瓦が落ちているのを最近見かけた。知っておいてもらい    

たい。学校側から生徒に反対側を通る、離れて通るなど伝えてほしい。（伊藤委員） 

 

  ・小学校の活動で、じゃがた、たけのこ堀り、しいたけ菌打ち、お米の栽培等があったが、作ったも 

   のは、全部持ち帰っているのか。（石本委員） 

  ・最終的には、子供たちが収穫したじゃがたやお米を食べるところまで行っている。ほつむらへ行 

き、自分たちで焼いたり、焚いたりして食べる。（水窪小教頭） 

  ・今年は釜焚き体験を行うか。（柳田委員） 

  ・本年度も計画している。（水窪小教頭） 

 

（４）コミュニティ・スクールについて 

教育総務課堀田様より、コミュニティ・スクールの目的・役割・概要・課題について、別紙資料に

基づき説明があった。 

 

＜感想・意見＞ 

  ・生徒数は、現在小学校 27 人、中学校 17 人である。非常に少なくなってきている現状。この中で教

育活動をしていかなければいけない。少ない人数の中で今後どのようにやっていくのかというと

ころが水窪の課題になるかと思う。（水窪小教頭） 



  ・皆さんの役割を知っていただき、先ほど課題も出されていたが、どんな教育をしていけばよいか。

学校が目指す姿を話し合っていく中で、より地域のことを知っていて、現状をわかっていただいて

いる地域の皆さんから、お知恵を貸していただきたい場になる。（教育総務課堀田様） 

 

その他連絡事項等 

 ・7 月 23 日（日）にじゃがた祭りがある。水窪中学校 2 年生が考案したじゃがいもレシピを、まき

うちで販売する。（牧内委員） 

・水窪小教頭より、次回は 12 月 13 日（水）水窪中学校で開催する旨の報告があった。 

 


